























































































































































 凡例に曰く、劉氏註往 、 ・・・義慶が為に亡を補ふ。是を以て顓古する者並重せり。
○
　
 何氏語林三十巻 明何良俊の編する所。劉氏世説に類倣して作るなり。説い 何氏語林旧序二首に詳し 蓋し両漢より昉（およ（びて胡元に迄るまで上下千余年 正史の列する所 伝記の存する所、奇蹤勝践、漁猟して遺すこと靡し。凡そ二千七百余事云々
○
　
 世説新語補は明琅琊王世貞の撰 る所なり。蓋し王氏少し時、世説新語の善本を得て、甚だ之を好めり。輒ち其の竟り易きを患ふ。又以為らく、六朝の諸君子は即ち持論する所の風旨寧ろ一二の称すべき所無らんや。最後に何氏語林を得て、大抵世説を規摹し而し 稍や之を衍（の（べて元末に至る。然れども其の事詞の錯出して雅馴ならざる者を刪定し、表章 て合せて一篇と為すなり 又、王世懋之を批釈 、李卓吾之を批点し、張仲立校注して全書と為す。卓老の批評 劉辰翁に視るときは 加（ま（すます詳らかなり。
○
　








































































































































































本書にも無数に書き入れがあるが、 「按」 、 「云」 、 「曰」に限って、按語批語の記事を拾うと、次のようなこ が指摘でき
る。　
太宰春台の按語は、 「純云」 「春台云」 、 「太宰徳夫曰」 、 「春台曰」 、 「太宰曰」 、 「春台按」など九例。服部南郭の按語は、
「服子云」 、 「服云」 、 「南郭曰」など四例 千葉芸閣 按語は、 「玄之按」 、 「玄之曰」など十四例。他に、 「潜按」 、 「秋
曰
」
































































































く。巻末の王泰亨の後題は万暦十三年乙酉である。陳文燭の序が書 れた万暦十四年 版刻の為った年次とし 、この本は万暦十四年本として扱われ　















明代の『世説新語補』系の版 を七種取り上げ、その中の「万暦十四年太倉王氏刻李卓吾批点世説新語補二十巻」 ついて、 「この本には巻首に焦竑の序があり（略（
、焦序の後にまた王世貞、陳文燭、王世懋の序があり、また、劉応登、袁褧、





焦竑は、焦弱侯。李卓吾の友人。 『澹園集』四十九巻、 『焦氏易林』 、 『焦氏筆乗』などがあり、 『焦氏筆乗』は和刻本が








































は王に作る。劉応登は、 『江西通志』に、劉応、字堯咨。安城の人。袁褧は『歴朝小伝』に、字尚之。永之の兄。石啓斎に宋刻書を蔵す。文徴明は『明史』に伝がある。著名の善書。陸師道は、 『歴朝小伝』に、長洲人。嘉靖戊戌進士。 『明史』伝がある。何良俊は字元朗、華亭の人。 『何氏語林』のほか 『四友斎叢説』がある。王世貞は字元美、大倉の人。 『明史』列伝百七十五 世懋 敬美 嘉靖三十八年進士。世貞の弟。李摯は『歴朝小伝 に、字宏。甫晋江の 『明詩選』には「李摯字李卓吾」とある 張文柱 歴朝小伝』 、字中立 崑山の人　
王世貞、李于鱗（李攀龍（はともに後七才子の中心人物であり、荻生徂徠、およびその一門が親炙した古文辞派の文人で
あるのは、言うまでもない 焦竑は先述。伝 文苑伝四 ある　
わが国の魯堂はさておいて、岡白駒、石島筑波、秋山玉山、服部南郭、太宰春台、戸碕允明、松平頼寛など、 『世説新語










































9）高山大毅「 滄溟先生尺牘 の時代─古 辞派と漢文書簡」 （ 「日本漢文学研究」六 二○一一年、二松学舎大学日本漢文教育研究プログラム
　
五八頁） 。徂徠学、及び服部南郭と世説流行の関係は徳田武「 『大東世語』論（その一）─服部南郭における世説新語─」 （ 「東洋文
学研究」十九、一九六九年） 、同「 『大東世語』論（その二）─服部南郭における世説新語─」 （ 「中国古典研究」十六、一九六九年） 、同「 『大東世語』論（その三 ─ の人間認識と美意識─」 （ 「中国古典研究」十七 七○ ）に詳しい。徳田武論文にも、不学の南郭門人が「蒙求・世説・唐詩選」を読んだとする『文会雑記』巻二下の」記事を引く その二、一六頁） 。
（



































て、これが確かに焦竑の手になるものかどうか、すこぶる疑わしいと述べている。熊耳山人は、題尾において、南郭が「蕉生（焦竑のこと） 」の名高いのを利用したかと言ったことを紹介してい が、あるいは『世説新語補』の序も同様に焦竑の与り知らぬことであったのだろうか。いずれにせよ、今 ばらく考え 。
（
18）中国国家図書館蔵万暦十三年張文柱刻本『世説新語補』の凡例（ 「世説新語補凡例」 ）は、万暦十四年刻本の『李卓吾批点世説新語補』の凡例（ 「李卓吾批点世説新語補凡例」 ）と同文である。李卓吾の名を懸けたり外したりしていることがわかる。
（




21） 『荻生徂徠全集』第一巻所収（一九七 、みすず書房、五三七頁） 。 『世説新語』はあげられていない。 『何氏語林』と『万姓統譜』が「右好古之士必須貯置備博」 、すなわち一歩進んだ者の備え置く参考資料にあげられている。
付記　『世説新語補』伝本の調査にあたって、関係所蔵機関に便宜を図っていただき、周以量（首都師範大学） 、劉岳兵（南開大学） 、太田登（台湾大学） 、董崇驊（台湾大学大学院生）の皆様にご助力を賜りました。感謝いたします。　なお、小稿は平成二十四年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ） 「 『世説新語補』を事例とした近世日本の明清漢籍受容史の研究」 （課題番号
23520231 ）による研究成果の一部である。
　【キーワード】　　
・那波魯堂
　
・石島筑波
　
・秋山玉山
　
・戸崎允明
　
・李卓吾
